　　インモラルに祝福を
虎矢　八日

　世界人口が減少に向かっているというのに、渋谷のスクランブル交差点は相変わらずの人間の多さだ。

　ずいぶん前から、世界の人口は確実に減っていた。それはなぜかというと、原因はまだよくわかっていないらしいが、女が生まれにくくなっているからだ。世界中の科学者たちが必死に対策を考えているようだが、まったく歯止めがきいていない状況だ。クローンやらもついに試されたが、人間一人作るのには時間と費用がかかりすぎて、減少を食い止めるには至らないようだ。
　だから、女性であるというだけで、女児が生まれたというだけで、補助金が出るまでになっている。
　――ただし。女性であっても、子どもが産めなければ、補助金は生活に足るほどもらうことは出来ない。さらに、補助金があるから女は働く必要はないだろうという偏見まで企業に起きてしまい、女性の就職は困難を極めていた。レジのおばちゃん、昔はよく見た光景だったらしいけど、今はスーパーで働くのはオッサンしかいない。

　こんな状況じゃ恋人なんてできるわけない。俺も大抵の男と同じように、独り身で死んでいくんだろうか。俺の両親だって、出会えたのは奇跡だって言ってたし……。ため息は喧騒に紛れて消えた。
　家に帰ると、あるものが目に付いた。高校の時の卒業アルバムだ。懐かしいなと思いつつ、ページを開いた。学校は男子校じゃないのにほとんど男子しかいなかったな……。
「…………」

　自分のクラスのページを開くと、懐かしい顔ぶれの中に、一人、目を惹いた人物がいた。
　矢上千花。高校の時惚れてた女子だ。今見ても可愛いと思う。そういえば、あれだけの男がいたにもかかわらず、恋人はいなかった。告白されても断り続けていたらしい。
　矢上は姉御肌で、男子からも女子からも頼りにされる存在だった。部活はハンド部に所属していた――マネージャーでなく、プレーヤーとして、だ。さらに、スタメンを常時維持していた。並みいる男子を小柄な体を活かしてひらりとかわし、剛速球をゴールに叩き込んでいる姿が目に浮かんだ。
　そういえば、あいつは今どこで何をしているのだろうか？　ケータイの電話帳を開き、ヤ行の一番上を見ると、矢上千花の文字がある。もしかして番号変わっていないんじゃないかと思い、電話をかけてみたけれど、この電話番号は現在使われておりません、と無機質な音声が聞こえただけだった。
　そんな中、高校の同窓会のはがきが届いた。これに参加すれば、矢上の所在がわかるかもしれない。別に、矢上に固執する必要はないが、今どうしているかぐらいは知りたいと思う。俺は参加しますのところにチェックを入れて、返信用のはがきをポストに突っ込むことにした。
　しかしながら、人生というのは上手くいかないもので、同窓会の会場には矢上はいなかった。当時の友人たちとのんびり話しながら、カクテルを舐めるように飲んでいると、突然声を掛けられた。
「松田」

「ん、と。伊沢」

　俺に話しかけてきたのは伊沢あおいだった。医者になったから、忙しいはずなのによく来られたな……。そういえば、こいつは俺が矢上を好きだったことを知る唯一の女子だ。さっきまで、他の女子と談笑していたと思ったのに……どうしてこっちにきたんだ？
「ちょっと」

　手を引かれ、人の少ない方へと移動させられた。後ろから揶揄する声が聞こえたが……まあいい。
「どうしたんだよ、急に」

「さっき、ちーちゃんの話が出てたみたいだったから」

「……ああ。ここにいないなって言ってただけで……。こういうことが好きなあいつにしては珍しいよな」
「打ち上げとか、大好きだったもんね……」

　そういう伊沢の表情は、複雑な色合いだった。泣きだしてしまいそうな、懐かしむような、色々な感情がこもったものだった。
「そうだ。俺、矢上を探してるんだ」

　俺の言葉に、伊沢の目が見開かれる。

「そう、だったんだ」

「何かあるのか？　もしかして、あいつがどこにいるか知っているとか……！」

　伊沢は小さく頷いた。
「ホントは私が言えばいいかな、って思ってたんだけど……。松田が会う気があるなら、松田が直接会った方がいいよね」

　伊沢はポケットからケータイを取り出して、タッチパネルで何かを操作し、再びケータイをポケットに戻した。すると、今度は俺のケータイが震えた。メールを見ると、住所が記載されていた。
「これは……」

「そこにいるから。でも、何があっても、あの子を責めないであげて」

「…………？」

　意味深なセリフを残して、伊沢はまた女子の元へと戻っていった。住所なんて、そんな簡単に教えていいものじゃない気がするが、きっと伊沢は俺を信頼して教えてくれたんだろう。今度の日曜。俺は住所の場所へと行くことに決めた。
「ここか……」

　電車を二本乗り継いで、住所の場所へとやってきた。その場所には、今時見ないような狭くて古いアパートが建っていた。刑事ドラマだったら、犯人とかが住んでいそうな、そんな感じだ。各部屋のドアの前の廊下は暗く細い。
一〇三号室に矢上は住んでいるらしいが、表札は出ていないし、集合ポストにも別の名字があった。本当にここで大丈夫なのか？　場所が場所なだけに、若干不安になるが、伊沢はウソがつけないタイプの人間だ。うっかりミスでもない限り、ここであっているはずだ。意を決して、呼び鈴を押した。
部屋の中で、小さくピンポン、という音がした。足音が聞こえる。中に人がいるということだろう。
「…………」
　中から出てきたのは、やたら身長の高い、ロリータ服を着た女だった。どこにそんな大きいロリータ服があったのだろうか、ドアノブを持っていない方の手は全部袖に隠れてしまっている。しかし、記憶の中の矢上はこんなに身長は高くない、っつーか小柄をウリにしていたんだから俺よりも身長が高いわけがない。それに、チェーンも掛けずにドアを開けたら危ないだろう。
「すみません。矢上千花さんという方はこちらにいらっしゃいますか？　私、松田悠一といいます。矢上さんとは高校の同級生なんですけど」

「…………！　あの。少し待って下さい」

　ばたんと乱暴にドアを閉められた。矢上はこの中にいるんだろう。いや、っつーか。今の女、女じゃなかったぞ……男だった。喋らなければ、わからなかったけれど……。
　もう一度部屋の中からこちらに向かってくる足音がして、ドアが軋んだ音を立てて開いた。中から出てきたのは、小柄で、聡明な顔つきの男だった。もう少し慎重が高かったら、きっとモテていただろう……じゃなくて。
「や、がみ？」

「あー……松田か」

　声は女のままだった。高校の時より、ほんの少しだけ低くなっていたけれど、確かに矢上の声だ。凛として、よく通る声。
「今の……と、お前。一体どういうことなんだ？」

　そうだな、と矢上は呟いた。
「まず今の女は、滝川だよ」
「は？」

　滝川というのは、フルネームを滝川正義という。矢上と同様、高校の同級生だ。どちらかといえば中性的な顔つきで、女子からは人気があったものの、彼女がいるという噂は聞かなかった。どうして今、矢上と同棲していて、その上女装なんてしてるんだ？
「実は、高校のときから滝川のこと好きでさ。高校卒業してから付き合ってたんだ。それで、あいつは女になりたかった、ってことを打ち明けてくれたんだ」
「は、はあ……」

　何とぶっとんだ話なんだろうか。でも、事実なんだろうな。矢上の目がウソをついている目じゃない。
「それでも、まあ。自分は滝川との子どもがほしくて、ちゃんと子どもが産める体かどうか、あーちゃんのとこで確かめてもらったんだ。そうしたら、ダメでさ」
「な……？」

「生理痛ひどいから、もしかしたらって思ってたんだ。でも、あーちゃんには黙っててもらった。だって、今の社会の制度はおかしいだろう？　子どもが産めれば優遇、産めなければゴミ扱い。自分はゴミ側だったんだよ。こんな自分でも一緒にいていいか、って滝川に訊いたら、滝川はそれでもいいって言ってくれた」
　そんなことが、矢上にあったなんて。こいつは頭もいいし、そこら辺の男よりずっと使えると思うが、もう仕事をする女性というものに、本当にひどい偏見がついてしまった今では……。
「だから、自分が男になればちょうどいいなー、って思ってさ。そうしたら、滝川も心置きなく女になれるし……だから、ここでぐだぐだヤりながらこっそり暮らせたら、それだけで幸せなんだ」
　伊沢が言ってたのはこういうことか……。確かに、補助金を違法に取得しているんだから、こっそり暮らさざるを得ないんだろうけれど……。
「じゃあ、今、矢上は幸せなのか？」
「歪んでるように見えるけど、幸せだよ」

　そういう矢上の表情は、心底幸せそうなものだった。
　あれ……？　でもどうしてそれなら滝川は働いてないんだ？　いくら女になりたいっつったって、男であることには変わりないのだから、こんなところでこっそり暮らさずに滝川の稼ぎで暮らせばいいのに。
「あのさ、滝川は働いてないのか？　滝川がいれば……」
「……そこに、気付いちゃったか。っつーか、気付くよな、フツー」

「…………？」

――自分が滝川の腕、片方もらっちゃったから。
　矢上の言葉の意味が、よくわからなかった。腕？　もらう？　腕？　そういえば、さっきの滝川、ちゃんと左腕はあっただろうか……？　てっきりサイズのでかい袖に隠れているものだと思って……半身だたから、気付かなかったのか……！？
「そんでさ、松田。悪いんだけど、バイバイ」
　体を衝撃が駆け抜けていく。スタンガンを押し当てられたのだと気付いた時には、もう意識はほとんどフェイドアウトしていた。
